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タクミナの環境活動

いま企業にとっての環境負荷低減への取り組みは、

「やった方が良い」というレベルから

「やって当たり前、やらなくてはならない」というレベルになりつつあります。

とくにモノをつくるメーカーでは、研究・開発段階から

製造・販売・物流・廃棄に至るまで、

すべての過程において環境負荷との関わりが深いため、

これらの問題に対していかに取り組んでいくかが

非常に重要になってきているのではないでしょうか。

では、当社の環境負荷低減に対する姿勢・取り組みを

ご紹介していきたいと思います。

「次世代に残そう自然と資源」

私たち人間は「地球に育まれている生物種のひとつ」として子孫と他の生物種に対し、

人間が傷めた自然を回復させ守る責任と義務を負っています。

人間はこれまで経済を最優先させ、自然の浄化能力を遙かに超える負荷を与え続けてきました。

しかし、もう猶予はありません。当社は事業の創生期から環境（公害）問題に取り組んできたという

自負を持っていますが、企業活動は時として環境に負荷を与えることとなります。

当社は環境関連機器で育まれた企業として、いえ、そんな企業だからこそ、

環境問題に積極的に取り組むべきだと考えております。
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環境方針

［環境理念］

［活動指針］

社名に表現しているように「技術と自然の調和」は最重要課題のひとつであり、

自然環境保全を重要な活動の項目と認識しています。

「次世代に残そう、自然と資源」

株式会社タクミナの研究・開発と生産の拠点を置く「生野

町」は、兵庫県を代表する市川と円山川の分水嶺の地、緑

豊かな生野高原の麓に位置しています。社名に表現している

ように「技術と自然の調和」は最重要課題のひとつであり、

自然環境保護を重要な企業活動項目と位置付け、継続的に

取り組みます。

株式会社タクミナは、独自に構築した
「スムーズフローテクノロジー」を応用する流体制御関連事
業、並びにスポーツクラブ事業において環境目標を定め、見
直し、継続的な改善向上を図ります。

株式会社タクミナは、環境側面に関わる
法規制並びに同意したその他要求事項を順守します。

地域社会への貢献活動や業務改善活動を通じ、
環境に有益な取り組みを推進します。

従業員が環境方針に基づいて、自主的に行動できるように
教育します。また、事業活動を支えて頂いている取引先にも
当社の環境関連活動に理解と協力を求め、改善活動の輪を
広げていきます。

環境方針は定期的又は状況に合わせて見直し、
社外からの要求やその他必要に応じて公表します。

研究・開発から製造の各工程において以下の項目に
配慮し、環境に優しい企業活動と製品を提供します。

a.資源、エネルギーを大切にし、廃棄物の削減と再利用に努めます。

b.環境に配慮した商品開発を推進し、環境負荷のより少ない

　流体制御システムを提案します。

c.有害化学薬品を徹底管理し、周辺地域の環境汚染防止に努めます。

ISO14001 認証取得
JQA-EM0637 生産本部

ISO14001適用範囲

トップマネジメント

環境管理責任者

特別管理産業廃棄物
管理責任者

内部環境監査員

危険物取扱責任者

水質公害防止管理者

環境会議 事務局

ワーキンググループ

製造部門

資材部門

生産管理部門

品質保証部門

技術部門

ウェルネス部門

総務部門

開発センター
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［省資源・省エネルギー］

生産本部では、従来の塗装工程を見直すこと

で、塗料の使用量を減少でき、この状態を維持

しています。

節電は全体で取り組み、不要時消灯の励行、エ

アコンの利用制限などに始まり、動力源のコン

プレッサ圧力調整や運転台数のコントロール

を行い、不要時に大型動力が作動することを

規制しています。

会議は手元資料の配布をやめ、プロジェクター

を利用し、データの保管もLANを活用しペー

パーレスを推進しています。

配布が必要な場合は、使用済み用紙の裏面を

利用するなど、小さな取り組みですが、徐々に

成果を上げてきております。

環境目標と成果 2022年

〈自己評価基準〉　◎目標達成　△取り組んだが目標達成せず　×取り組みが不充分、または目標設定が不備　－評価できず

環境指針

省資源

No. 2022年の目標 成果 自己評価 2023年の目標

1

有機溶剤使用量の削減

紙使用量の削減

塗料使用量の削減

塩化メチレン使用量削減

×

◎

◎

×

694kg
前年度比12%増

3061kg
前年度比13%減

1366kg
前年度比15%減

4619kg
前年度比6%増

省エネルギー2

電力等 消費量の削減 電力等 消費量の削減△1262339KWH
前年度比2%増

■溶剤使用量の削減推移（1999年4月ISO14001認証取得のキックオフ）

■電力消費量の推移

2,800
880
0.31
0.10

2012

1,187,394
2012

1,173,041
2020

近年、気象の変化と製造設備やパソコン等周辺機器の増強のため総電力消費量は増加しつつあります。

3,400
1,278
0.35
0.131

2013
3,600
1,278
0.367
0.13

2014

1,215,530
2013

1,164,474
2014

4,650
1,650
0.492
0.175

2015

1,091,116
2015

4,082
1,326
0.411
0.134

2016
4,961
1,751
0.58
0.205

2017

1,131,881
2016

1,191,277
2017

3,179
1,525
0.34
0.163

2018

1,215,215
2018

3,437
1,078
0.44
0.15

2019

1,145,680
2019

有機溶剤使用量の削減

紙使用量の削減

塗料使用量の削減

塩化メチレン使用量削減

3,740
1,087
0.65
0.20

2020

モーダルシフト CO₂の削減
4件/年以上◎5件

4,367
618
0.73
0.10

2021
4,619
694
0.75
0.11

2022

1,242,815
2021

1,262,339
2022
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［廃棄物の削減・再資源化の推進］
事務所では、ごみの分別を行い、リサイクルす

ることで、資源の有効利用に努めています。

事務系ごみ、生産現場の梱包材を分別するこ

とで、社内における焼却処分が不要となり、

2001年1月焼却炉を撤去し、跡地は「ごみス

テーション」として、分別ごみの一時保管場所と

して有効利用しています。コピー用紙は両面利

用し、廃棄時は「再生紙トイレットペーパー」と

交換しているほか、電子媒体利用により紙の使

用量低減に取り組んでいます。廃プラスチック

のリサイクルは、サーマルリサイクルの業者に引

き渡していますが、今後再生できる割合を増や

していく予定です。樹脂成形化など、使用総量

削減にも取り組んでいます。
紙のリサイクル量はペーパーレス文化を推進し、徐々に減少しています。一方では特定の部品供給会社とは、
「通い箱」化を進め、工場内に梱包用の紙を持ち込まないようにする取り組みも成果を上げつつあります。
以前は、産業廃棄物として埋め立て処分を依頼していた生産工程で発生する廃材や、資材梱包用の「廃プ
ラスチック」をきちんと分別し、焼却可能なプラスチックは発電所の燃料として「サーマルリサイクル」再利
用しています。次の段階では、資源としての再利用「マテリアルリサイクル」へと発展させる予定です。

■リサイクルの取り組み

24,650
9,830

2012
11,570
3,450

2020
16,080
6,260

2013
13,490
6,250

2014
14,821
4,450

2015

〈自己評価基準〉　◎目標達成　△取り組んだが目標達成せず　×取り組みが不充分、または目標設定が不備　－評価できず

環境指針

廃棄物削減

No. 2022年の目標 成果 自己評価 2023年の目標

3
廃シンナーのリサイクル率

紙類・その他のリサイクル促進

廃シンナーのリサイクル率

紙類・その他のリサイクル促進

◎

×

45%　前年度比4%増

3100kg　前年度比4%減

環境配慮の
商品開発4 省エネ設計長寿命化

改善件数1件/年以上
省エネ設計長寿命化
改善件数18件/年以上◎18件

有害化学物質の
徹底管理と
汚染の防止

5

塗料の流出
流出事故「ゼロ」件

塩化メチレンの流出
流出事故「ゼロ」件

廃シンナーの漏れ防止
流出事故「ゼロ」件

未処理水の排出
流出事故「ゼロ」件

汚水の排出
流出事故「ゼロ」件

軽油の漏れ
流出事故「ゼロ」件

オイル・油の漏れ
流出事故「ゼロ」件

化学薬品の流出事故防止
流出事故「ゼロ」件

塗料の流出
流出事故「ゼロ」件

塩化メチレンの流出
流出事故「ゼロ」件

廃シンナーの漏れ防止
流出事故「ゼロ」件

未処理水の排出
流出事故「ゼロ」件

汚水の排出
流出事故「ゼロ」件

軽油の漏れ
流出事故「ゼロ」件

オイル・油の漏れ
流出事故「ゼロ」件

化学薬品の流出事故防止
流出事故「ゼロ」件

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

0件

0件

0件

0件

0件

0件

0件

0件

10,670
4,450

2016
14,965
3,300

2017
13,180
3,160

2018
20,020
2,320

2019
10,010
3,220

2021
11,790
3,100

2022
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［有害化学物質の徹底管理（化学物質の受け入れに関して）］

支給品の送付前に、SDS（安全データシート）
または、これに代わる資料等を送付していただく。

SDSの入手が困難な場合、次の要件を満たすことにより代わりの資料と認定します。

◎危険有害性の分類  ◎応急処置（傷害）
◎火災時の措置
◎取り扱いおよび保管上の注意
◎環境影響情報・漏洩時の処置
◎GHS分類情報

◎物質の特定  ◎物理・化学的性質
◎廃棄上の注意事項  ◎適用法規
◎輸送上の注意  ◎暴露防止措置
◎危険性情報  ◎有害性情報

生産本部における薬品取扱に関して、下記のよ

うに規定しております。

お客様の要望でさまざまな薬品類が、生産本

部に持ち込まれますが、これらを適正に処理し

環境への負荷を軽減する方法を明らかにし、ま

た作業者へのさまざまなリスクを回避する目的

で下記のような管理を実施しております。

実験や製品に使用される薬品、メンテナンス時

のポンプに残存する薬品も対象とします。

これらは、薬品類の持込を拒むものではなく、

必要情報を提供していただくことが環境保護

や作業者保護であることをご理解いただき、協

力をお願いするものです。

■支給品の管理方法

実液試験又はメンテナンス等により客先より化

学物質が支給される場合は右記によるものと

しています。

必須項目 要望項目

有害性の判断及び登録

入手したＳＤＳ、又はこれに代わる資料を入手
し、厚生労働省が推奨している「リスクアセス
メント実施支援システム」に沿って「化学物質
リスクアセスメントレポート」を作成し、化学
物質の環境影響について検討した上で使用を
決定します。有害化学物質、一般化学物質、
無害化学物質に分類し、継続的に使用する物
に関して化学物質登録台帳に登録します。受
入判断及び分類は必要に応じて環境管理責
任者、専門家と協議し判断します。

1

2

地域社会貢献の環境ボランティア活動も22年

目を迎えました。

2022年7月6日、生野地区社員（生産本部長以

下パート社員を含む）で、公共グラウンドの周

囲、道路脇等の草刈りやごみ拾い等を実施しま

した。朝来市役所にも搬出車両等ご協力をい

ただきました。

［環境ボランティア］

〈自己評価基準〉　◎目標達成　△取り組んだが目標達成せず　×取り組みが不充分、または目標設定が不備　－評価できず

環境指針No. 2022年の目標 成果 自己評価 2023年の目標

6
３S改善活動作業時間短縮、
生産性向上、改善活動
実施件数　　100件/年以上

３S改善活動、作業時間短縮、
生産性向上、改善活動
実施件数　　1700件/年以上

×1623件業務改善

7

社内美化活動の推進
環境美化活動
取り組み件数　4件/年以上

ボランティアの実施
取り組み件数　1件/年以上

社会奉仕活動
取り組み件数　2件/年以上

環境美化活動・ボランティアの実施
取り組み件数　1件/年以上

◎

◎

4件

3件

貢献活動

8

緊急時の教育・訓練
取り組み件数　4件/年以上

協力会社へ指導
取り組み件数　10件/年以上

緊急時の教育・訓練
取り組み件数　9件/年以上

協力会社へ指導
取り組み件数　10件/年以上

◎

◎

12件

11件

教育

9 環境方針 － 環境方針見直しの検討 1回/年以上－－
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CSR（企業の社会的責任）と従業員倫理

会社の責任

会社は、従業員の人格と自主性を尊重して労

働条件の維持向上を図ると共に、積極的に

能力開発へ努力を傾注し、各人業務遂行意

欲と士気の高揚をはかり、更に適材適所の

配置を行い、全体としての人的成果を高める

ように努めます。

従業員は、等しく社会人としてその行動に責

任を負うものであって、勤務時間外あるいは

会社外であっても、公共の秩序および善良の

風俗に反する行為は慎むと共に、立派な社会

人としての自覚と生活態度をもってあらゆる

場を通じ、地域社会および公衆に貢献するこ

とによって社会的使命を果たさなければなり

ません。

従業員は、組織人・職業人としての使命を自

覚して「会社は組織力を最高に発揮しなが

ら働くところである。」という意識に徹し、

公私のけじめを明確にして勤務時間中は、

職業人（プロ精神）にめざめ定められた業

務に専念し、その職責を全うしなければな

りません。

1 社会人としての倫理2 組織人・職業人としての倫理3

社会とのかかわり［QCサークル活動への取り組み］

QC活動に積極的に取り組んでおります。2014～2015年にかけQCサークル幹事長会社として活動し、2016年より幹事会社として活動しています。

ＱＣ発表大会、研修会の実施をはじめＱＣサークル活動の活性化を目指して参ります。

＊当社「就業規則」前文より抜粋。
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